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Ⅰ 計画の基本的な考え方
 



Ⅰ 計画の基本的な考え方
 



1　計画策定の趣旨

 ２ 

１ 計画策定の趣旨

（１） これまでの取り組み

「食育基本法」（平成 年 月施行）では、食育について、「生きる上での基本であって、

知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」

に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を

育てることを推進する」としています。

本市では、食育基本法の目的・理念をふまえ、同法第１８条第１項に基づく市町村食育推

進計画として、平成２１年５月に「北九州市食育推進計画（平成 年度～平成 年度）」、

平成２６年３月に「第二次北九州市食育推進計画（平成 年度～平成 年度）」を策定し

ました。

第二次計画では、「食を通して、市民の心と身体の健康と豊かな人間性を育み、生涯にわ

たって生き生きと暮らすことができるように、家庭や地域、関係機関等と連携して、子ども

から高齢者までライフステージに応じた食育を推進し、誰もが食に関心を持って行動する社

会を目指す」を基本理念に、生活習慣病を予防するための健康的な食生活の実践の支援や、

食に関する正しい知識についての講座・相談の機会の提供、若い世代への食育の取り組み、

地産地消の推進など、関係者との連携・協力により様々な取り組みを進めてきました。

これまでの取り組みで、以前にも増して食育への関心が高まり、健康管理への意識も高ま

っているなど、一定の成果が得られています。

（２） 本市の食育を取り巻く状況

依然として、野菜の摂取不足や塩分の摂りすぎなどによる栄養の偏りや食習慣の乱れによ

る生活習慣病の発症や重症化、高齢者の低栄養などの問題を抱えています。特に、若い世代

や男性については、食への関心の低さや朝食の欠食等の不規則な食生活などの課題が多くあ

ります。 
また、食べ物を大切にする意識の希薄化や、食の安全性への不安などの問題も抱えていま

す。引き続き、食に関する理解を更に深め、個人のみならず社会全体で食を取り巻く環境の

整備を行っていくことが必要です。 
このような課題や国の計画、食をめぐる様々な状況を見据えながら、市民一人ひとりが、

健全な食生活の実践により生涯にわたって健康で心豊かに暮らすことができる社会の実現

に向けて、本市における食育を、引き続き、総合的かつ計画的に推進するために、「第三次

北九州市食育推進計画」を策定します。

 ２ 

１ 計画策定の趣旨

（１） これまでの取り組み

「食育基本法」（平成 年 月施行）では、食育について、「生きる上での基本であって、
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に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を

育てることを推進する」としています。
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進計画として、平成２１年５月に「北九州市食育推進計画（平成 年度～平成 年度）」、

平成２６年３月に「第二次北九州市食育推進計画（平成 年度～平成 年度）」を策定し

ました。

第二次計画では、「食を通して、市民の心と身体の健康と豊かな人間性を育み、生涯にわ

たって生き生きと暮らすことができるように、家庭や地域、関係機関等と連携して、子ども

から高齢者までライフステージに応じた食育を推進し、誰もが食に関心を持って行動する社

会を目指す」を基本理念に、生活習慣病を予防するための健康的な食生活の実践の支援や、

食に関する正しい知識についての講座・相談の機会の提供、若い世代への食育の取り組み、

地産地消の推進など、関係者との連携・協力により様々な取り組みを進めてきました。

これまでの取り組みで、以前にも増して食育への関心が高まり、健康管理への意識も高ま

っているなど、一定の成果が得られています。

（２） 本市の食育を取り巻く状況

依然として、野菜の摂取不足や塩分の摂りすぎなどによる栄養の偏りや食習慣の乱れによ

る生活習慣病の発症や重症化、高齢者の低栄養などの問題を抱えています。特に、若い世代

や男性については、食への関心の低さや朝食の欠食等の不規則な食生活などの課題が多くあ

ります。 
また、食べ物を大切にする意識の希薄化や、食の安全性への不安などの問題も抱えていま

す。引き続き、食に関する理解を更に深め、個人のみならず社会全体で食を取り巻く環境の

整備を行っていくことが必要です。 
このような課題や国の計画、食をめぐる様々な状況を見据えながら、市民一人ひとりが、

健全な食生活の実践により生涯にわたって健康で心豊かに暮らすことができる社会の実現

に向けて、本市における食育を、引き続き、総合的かつ計画的に推進するために、「第三次

北九州市食育推進計画」を策定します。

 ２ 

１ 計画策定の趣旨

（１） これまでの取り組み

「食育基本法」（平成 年 月施行）では、食育について、「生きる上での基本であって、

知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」

に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を

育てることを推進する」としています。

本市では、食育基本法の目的・理念をふまえ、同法第１８条第１項に基づく市町村食育推

進計画として、平成２１年５月に「北九州市食育推進計画（平成 年度～平成 年度）」、

平成２６年３月に「第二次北九州市食育推進計画（平成 年度～平成 年度）」を策定し

ました。

第二次計画では、「食を通して、市民の心と身体の健康と豊かな人間性を育み、生涯にわ

たって生き生きと暮らすことができるように、家庭や地域、関係機関等と連携して、子ども

から高齢者までライフステージに応じた食育を推進し、誰もが食に関心を持って行動する社

会を目指す」を基本理念に、生活習慣病を予防するための健康的な食生活の実践の支援や、

食に関する正しい知識についての講座・相談の機会の提供、若い世代への食育の取り組み、

地産地消の推進など、関係者との連携・協力により様々な取り組みを進めてきました。

これまでの取り組みで、以前にも増して食育への関心が高まり、健康管理への意識も高ま

っているなど、一定の成果が得られています。

（２） 本市の食育を取り巻く状況

依然として、野菜の摂取不足や塩分の摂りすぎなどによる栄養の偏りや食習慣の乱れによ

る生活習慣病の発症や重症化、高齢者の低栄養などの問題を抱えています。特に、若い世代

や男性については、食への関心の低さや朝食の欠食等の不規則な食生活などの課題が多くあ

ります。 
また、食べ物を大切にする意識の希薄化や、食の安全性への不安などの問題も抱えていま

す。引き続き、食に関する理解を更に深め、個人のみならず社会全体で食を取り巻く環境の

整備を行っていくことが必要です。 
このような課題や国の計画、食をめぐる様々な状況を見据えながら、市民一人ひとりが、

健全な食生活の実践により生涯にわたって健康で心豊かに暮らすことができる社会の実現

に向けて、本市における食育を、引き続き、総合的かつ計画的に推進するために、「第三次

北九州市食育推進計画」を策定します。

　「食育基本法」（平成 17年 7月施行）では、食育について、「生きる上での基本であって、

知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」

に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を

育てることを推進する」としています。

　本市では、食育基本法の目的・理念をふまえ、同法第 18 条第 1項に基づく市町村食育

推進計画として、平成 21年 5月に「北九州市食育推進計画（平成 21年度～平成 25 年度）」、

平成 26 年 3月に「第二次北九州市食育推進計画（平成 26 年度～平成 30 年度）」を策定し

ました。

　第二次計画では、「食を通して、市民の心と身体の健康と豊かな人間性を育み、生涯にわ

たって生き生きと暮らすことができるように、家庭や地域、関係機関等と連携して、子どもか

ら高齢者までライフステージに応じた食育を推進し、誰もが食に関心を持って行動する社会

を目指す」を基本理念に、生活習慣病を予防するための健康的な食生活の実践の支援や、

食に関する正しい知識についての講座・相談の機会の提供、若い世代への食育の取り組み、

地産地消の推進など、関係者との連携・協力により様々な取り組みを進めてきました。

　これまでの取り組みで、以前にも増して食育への関心が高まり、健康管理への意識も高まっ

ているなど、一定の成果が得られています。

2 第三次北九州市食育推進計画
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２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間

本計画は、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康

で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的とした食育基本法第

条第１項に基づく「市町村食育推進計画」です。

北九州市の基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プランに基づく部門別計画で、その他の

本市の関連計画等と整合性を図りながら総合的に推進します。

また、この計画の推進をとおして、持続可能な世界を実現するための 年までの世界の開

発目標「 」の達成に貢献します。
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２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間
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で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的とした食育基本法第

条第１項に基づく「市町村食育推進計画」です。

北九州市の基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プランに基づく部門別計画で、その他の

本市の関連計画等と整合性を図りながら総合的に推進します。

また、この計画の推進をとおして、持続可能な世界を実現するための 年までの世界の開

発目標「 」の達成に貢献します。
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２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間

本計画は、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康

で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的とした食育基本法第

条第１項に基づく「市町村食育推進計画」です。

北九州市の基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プランに基づく部門別計画で、その他の

本市の関連計画等と整合性を図りながら総合的に推進します。

また、この計画の推進をとおして、持続可能な世界を実現するための 年までの世界の開

発目標「 」の達成に貢献します。
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２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間

本計画は、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康

で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的とした食育基本法第

条第１項に基づく「市町村食育推進計画」です。

北九州市の基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プランに基づく部門別計画で、その他の

本市の関連計画等と整合性を図りながら総合的に推進します。

また、この計画の推進をとおして、持続可能な世界を実現するための 年までの世界の開

発目標「 」の達成に貢献します。
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２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間

本計画は、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康

で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的とした食育基本法第

条第１項に基づく「市町村食育推進計画」です。

北九州市の基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プランに基づく部門別計画で、その他の

本市の関連計画等と整合性を図りながら総合的に推進します。

また、この計画の推進をとおして、持続可能な世界を実現するための 年までの世界の開

発目標「 」の達成に貢献します。
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２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間

本計画は、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康

で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的とした食育基本法第

条第１項に基づく「市町村食育推進計画」です。

北九州市の基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プランに基づく部門別計画で、その他の

本市の関連計画等と整合性を図りながら総合的に推進します。

また、この計画の推進をとおして、持続可能な世界を実現するための 年までの世界の開

発目標「 」の達成に貢献します。
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１ 食事の内容

 
  

 

（１） 朝食の摂取状況

子子どどもものの朝朝食食のの摂摂取取状状況況はは、、中中学学生生はは増増加加

幼児、小学生及び中学生では、 ％、 ％、 ％となっています。中学生のみが

前回の調査から増加していますが、前計画の目標値 ％には到達していません。

朝食をほぼ毎日食べる子どもの割合

中学生

小学生

幼　 児

出典：平成 年度北九州市健康づくり実態調査、平成 年度北九州市健康づくり実態調査

朝朝食食のの摂摂取取状状況況はは ～～ 歳歳代代男男性性ののほほぼぼ毎毎日日食食べべるるがが減減少少

「ほぼ毎日朝食を食べる」（「毎日食べる」＋「週に 日食べる」）は ％で、前

回調査結果より減少しており、全国の調査結果 ％より低くなっています。特に、

～ 歳代男性では、「ほぼ毎日朝食を食べる」は ％と低く、前回調査結果の

％より減少しており、前計画の目標値 ％以上に到達していません。

朝食の摂取状況（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

毎日食べる 週に6日食べる 週に4～5日食べる 週に2～3日食べる 週に1日食べる 食べない 無回答

 
出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

：幼児 、小学生 、中学生

：幼児 、小学生 、中学生 、
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朝食の摂取状況（20歳以上）

6 第三次北九州市食育推進計画
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朝食の摂取状況（２０～３０歳代男性）
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出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査
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朝朝食食欠欠食食のの理理由由はは、、習習慣慣ががなないい・・時時間間ががなないいかからら
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食事ができていない

太りたくない

食事を作りたくない

眠っていたい

食欲がない

食べる時間がない

食べないことが習慣になっている

(複数回答）

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 
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（２） 野菜の摂取状況

野野菜菜をを食食べべるる頻頻度度はは減減少少、、約約８８割割がが野野菜菜不不足足とと感感じじてていいるる

野菜を「１日に２回以上食べている」は、 ～ 歳では と前回調査結果の ％

より減少しています。

１日に ｇ以上の野菜を「食べていると思う」は ％で、約８割が不足している

と感じています。

野菜を食べる頻度(19～39歳）

平成23年度(N=1,032）

平成28年度(N=791）

1日2回以上食べている 1日1回食べている 時々食べる ほとんど食べない 無回答

 
出典：平成 年度北九州市健康づくり実態調査、平成 年度北九州市健康づくり実態調査

野菜１日350ｇ以上の野菜を食べていると思う割合（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

食べていると思う 少し足りないと思う かなり足りないと思う 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（３） 適正食塩量への意識

適適正正食食塩塩量量のの認認知知度度はは約約６６割割

１日あたりの適正な食塩量が 未満であると「知っている人」は ％でした。

1日あたりの適正食塩量への知識（２０歳以上）

平成29年度(N=2,301)

知っている 知らない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査
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１日に ｇ以上の野菜を「食べていると思う」は ％で、約８割が不足している

と感じています。

野菜を食べる頻度(19～39歳）

平成23年度(N=1,032）

平成28年度(N=791）

1日2回以上食べている 1日1回食べている 時々食べる ほとんど食べない 無回答

 
出典：平成 年度北九州市健康づくり実態調査、平成 年度北九州市健康づくり実態調査

野菜１日350ｇ以上の野菜を食べていると思う割合（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

食べていると思う 少し足りないと思う かなり足りないと思う 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（３） 適正食塩量への意識

適適正正食食塩塩量量のの認認知知度度はは約約６６割割

１日あたりの適正な食塩量が 未満であると「知っている人」は ％でした。

1日あたりの適正食塩量への知識（２０歳以上）

平成29年度(N=2,301)

知っている 知らない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

1日350g以上の野菜を食べていると思う割合（20歳以上）
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（２） 野菜の摂取状況

野野菜菜をを食食べべるる頻頻度度はは減減少少、、約約８８割割がが野野菜菜不不足足とと感感じじてていいるる

野菜を「１日に２回以上食べている」は、 ～ 歳では と前回調査結果の ％

より減少しています。

１日に ｇ以上の野菜を「食べていると思う」は ％で、約８割が不足している

と感じています。

野菜を食べる頻度(19～39歳）

平成23年度(N=1,032）

平成28年度(N=791）

1日2回以上食べている 1日1回食べている 時々食べる ほとんど食べない 無回答

 
出典：平成 年度北九州市健康づくり実態調査、平成 年度北九州市健康づくり実態調査

野菜１日350ｇ以上の野菜を食べていると思う割合（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

食べていると思う 少し足りないと思う かなり足りないと思う 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（３） 適正食塩量への意識

適適正正食食塩塩量量のの認認知知度度はは約約６６割割

１日あたりの適正な食塩量が 未満であると「知っている人」は ％でした。

1日あたりの適正食塩量への知識（２０歳以上）

平成29年度(N=2,301)

知っている 知らない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

1日あたりの適正食塩量への知識（20歳以上）

 9 

（２） 野菜の摂取状況

野野菜菜をを食食べべるる頻頻度度はは減減少少、、約約８８割割がが野野菜菜不不足足とと感感じじてていいるる

野菜を「１日に２回以上食べている」は、 ～ 歳では と前回調査結果の ％

より減少しています。

１日に ｇ以上の野菜を「食べていると思う」は ％で、約８割が不足している

と感じています。

野菜を食べる頻度(19～39歳）

平成23年度(N=1,032）

平成28年度(N=791）

1日2回以上食べている 1日1回食べている 時々食べる ほとんど食べない 無回答

 
出典：平成 年度北九州市健康づくり実態調査、平成 年度北九州市健康づくり実態調査

野菜１日350ｇ以上の野菜を食べていると思う割合（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

食べていると思う 少し足りないと思う かなり足りないと思う 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（３） 適正食塩量への意識

適適正正食食塩塩量量のの認認知知度度はは約約６６割割

１日あたりの適正な食塩量が 未満であると「知っている人」は ％でした。

1日あたりの適正食塩量への知識（２０歳以上）

平成29年度(N=2,301)

知っている 知らない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

9Ⅱ 食をめぐる現状と課題について
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（４） 栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況

毎毎日日 回回以以上上、、主主食食、、主主菜菜、、副副菜菜ををそそろろええてて食食べべるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日が、「ほぼ毎日」

は 歳以上では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

また、 ～ 歳代では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

特に、 歳代男性で「毎日」と答えた割合が低くなっています。

 

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（20～30歳代）

全国(N=350)

平成29年度(N=536)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答

 10 

（４） 栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況

毎毎日日 回回以以上上、、主主食食、、主主菜菜、、副副菜菜ををそそろろええてて食食べべるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日が、「ほぼ毎日」

は 歳以上では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

また、 ～ 歳代では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

特に、 歳代男性で「毎日」と答えた割合が低くなっています。

 

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（20～30歳代）

全国(N=350)

平成29年度(N=536)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答

 10 

（４） 栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況

毎毎日日 回回以以上上、、主主食食、、主主菜菜、、副副菜菜ををそそろろええてて食食べべるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日が、「ほぼ毎日」

は 歳以上では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

また、 ～ 歳代では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

特に、 歳代男性で「毎日」と答えた割合が低くなっています。

 

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（20～30歳代）

全国(N=350)

平成29年度(N=536)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答

 10 

（４） 栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況

毎毎日日 回回以以上上、、主主食食、、主主菜菜、、副副菜菜ををそそろろええてて食食べべるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日が、「ほぼ毎日」

は 歳以上では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

また、 ～ 歳代では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

特に、 歳代男性で「毎日」と答えた割合が低くなっています。

 

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（20～30歳代）

全国(N=350)

平成29年度(N=536)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答

 8 

朝朝食食欠欠食食のの理理由由はは、、習習慣慣ががなないい・・時時間間ががなないいかからら

朝食を食べない理由としては、「食べないことが習慣になっている」が ％で最も

多く、続いて「食べる時間がない」が ％、「食欲がない」が ％となっています。

朝食欠食の理由（20歳以上）

その他

食事ができていない

太りたくない

食事を作りたくない

眠っていたい

食欲がない

食べる時間がない

食べないことが習慣になっている

(複数回答）

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 8 

朝朝食食欠欠食食のの理理由由はは、、習習慣慣ががなないい・・時時間間ががなないいかからら

朝食を食べない理由としては、「食べないことが習慣になっている」が ％で最も

多く、続いて「食べる時間がない」が ％、「食欲がない」が ％となっています。

朝食欠食の理由（20歳以上）

その他

食事ができていない

太りたくない

食事を作りたくない

眠っていたい

食欲がない

食べる時間がない

食べないことが習慣になっている

(複数回答）

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 
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（４） 栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況

毎毎日日 回回以以上上、、主主食食、、主主菜菜、、副副菜菜ををそそろろええてて食食べべるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日が、「ほぼ毎日」

は 歳以上では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

また、 ～ 歳代では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

特に、 歳代男性で「毎日」と答えた割合が低くなっています。

 

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（20～30歳代）

全国(N=350)

平成29年度(N=536)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況（20歳以上）

本市（N=2,301）
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（４） 栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況

毎毎日日 回回以以上上、、主主食食、、主主菜菜、、副副菜菜ををそそろろええてて食食べべるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日が、「ほぼ毎日」

は 歳以上では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

また、 ～ 歳代では ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

特に、 歳代男性で「毎日」と答えた割合が低くなっています。

 

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）が取れた食事の状況（20～30歳代）

全国(N=350)

平成29年度(N=536)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない わからない・無回答

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況（20〜30歳代）

本市（N=536）

10 第三次北九州市食育推進計画
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出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況（年代別・性別）

全体

男性

女性

男性-20歳代

男性-30歳代

男性-40歳代

男性-50歳代

男性-60歳代

男性-70歳以上

女性-20歳代

女性-30歳代

女性-40歳代

女性-50歳代

女性-60歳代

女性-70歳以上

毎日 週に6日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日 0日 無回答

 11 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況（年代別・性別）

全体

男性

女性

男性-20歳代

男性-30歳代

男性-40歳代

男性-50歳代

男性-60歳代

男性-70歳以上

女性-20歳代

女性-30歳代

女性-40歳代

女性-50歳代

女性-60歳代

女性-70歳以上

毎日 週に6日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日 0日 無回答

 11 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況（年代別・性別）

全体

男性

女性

男性-20歳代

男性-30歳代

男性-40歳代

男性-50歳代

男性-60歳代

男性-70歳以上

女性-20歳代

女性-30歳代

女性-40歳代

女性-50歳代

女性-60歳代

女性-70歳以上

毎日 週に6日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日 0日 無回答

 11 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

栄養のバランス（主食・主菜・副菜）がとれた食事の状況（年代別・性別）

全体

男性

女性

男性-20歳代

男性-30歳代

男性-40歳代

男性-50歳代

男性-60歳代

男性-70歳以上

女性-20歳代

女性-30歳代

女性-40歳代

女性-50歳代

女性-60歳代

女性-70歳以上

毎日 週に6日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日 0日 無回答

3.9%

5.6%

5.2%

5.2%

4.8%
3.8%

3.6%

1.6%
0.9%

（N=2,301）

（N=1,457）

11Ⅱ 食をめぐる現状と課題について
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

2　食生活について
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

　生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけている」

＋「気をつけている」）は 67.4％と、全国の調査結果 69.9％とほぼ同水準ですが、「いつも

気をつけている」は 10.7％と全国の調査結果の 25.1％より低くなっています。

 12 

２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

4.1%

4.4%
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（20歳以上）

本市
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（20歳以上）
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査
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２ 食生活について 

（１） 生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮 
生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに食食生生活活でで気気ををつつけけてていいるる人人はは全全国国並並みみ

生活習慣病の予防や改善のために、食生活で気をつけている（「いつも気をつけてい

る」＋「気をつけている」）は ％と、全国の調査結果 ％とほぼ同水準ですが、

「いつも気をつけている」は ％と全国の調査結果の ％より低くなっています。

生活習慣病の予防や改善のための食生活への配慮（２０歳以上）

全国(N=1,874)

平成29年度(N=2,301)

いつも気をつけている 気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない わからない・無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

 

（２） 食べ方への関心

食食べべ物物のの噛噛みみ方方、、味味わわいい方方へへのの関関心心はは増増加加

食べ物の噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」（「関心がある」＋「どち

らかといえば関心がある」）は ％と、前回調査結果の ％より増加しています。

食べ方への関心（噛み方・味わい方）　（２０歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

12 第三次北九州市食育推進計画
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よよくく噛噛んんでで食食べべるる人人はは全全国国とと比比べべてて少少なないい

「よく噛んでいる」は ％で、全国の調査結果 ％より低くなっています。

よく噛んで食べる人の割合（20歳以上）

全国 (N=1,874)

本市（N=2,301）

よく噛んでいる どちらかといえばよく噛んでいる
どちらかといえばよく噛んでいない よく噛んでいない
わからない・無回答

出典：平成 29 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 28 年度食育に関する意識調査（農林水産省） 

（３） 共食の状況

いいつつもも家家族族とと食食卓卓をを囲囲むむ人人はは、、 ～～ 歳歳代代男男性性でで大大ききくく減減少少

「いつも食事を家族そろってするようにしている」は ％で、前回調査結果の ％

より減少しています。年代別に見ると、特に男性の 歳代、 歳代で「いつもしてい

る」が、前回調査結果と比べて大きく減少しています。

家族そろって食事をする頻度（20歳以上）

平成24年度(N=2,775）

平成29年度(N=1,916）

いつもしている 時々している あまりしていない していない 無回答
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家族そろって食事をする頻度（男性30歳代）

平成24年度(N=132）

平成29年度(N=91）

いつもしている 時々している あまりしていない していない 無回答

 
出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

家族そろって食事をする頻度（男性40歳代）

平成24年度(N=169）

平成29年度(N=102）

いつもしている 時々している あまりしていない していない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（４） 高齢者の低栄養傾向

高高齢齢者者のの低低栄栄養養傾傾向向のの人人はは全全国国よよりり多多いい

高齢者では、やせや低栄養が要介護や死亡のリスクになることが分かっています。

本市の高齢者のうち低栄養傾向（ ≦ ）の人は ％で、全国の調査結果 ％

より多くなっています。

低栄養傾向高齢者の割合(65歳以上）

全国(N=7,995)

本市(N=1,100）

       出典：平成 年度北九州市健康づくり実態調査 平成 年国民健康・栄養調査（厚生労働省）
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15Ⅱ 食をめぐる現状と課題について
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（２） 食生活に関する情報の入手方法

～～ 歳歳代代はは食食生生活活情情報報ををイインンタターーネネッットトかからら、、 歳歳以以上上ははテテレレビビかからら

日頃の食生活で知りたい情報を容易に入手できない（「ほとんど入手できない」＋「ど

ちらかといえば入手できない」）と回答している人は、 ～ 歳代で ％、 ～ 歳

代で ％、 歳以上で ％と、世代が高くなるにつれ多くなっています。

また、 ～ 歳代ではインターネットを活用して情報を入手しており、 歳以上はテ

レビからが最も多くなっています。

食生活に関する情報の入手状況

60歳以上(N=1,026)

40～50歳代(N=724)

20～30歳代(N=536）

容易に入手できる どちらかといえば入手できる どちらかといえば入手できない ほとんど入手できない 無回答

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

食生活に関する情報源（複数回答）

テレビ

インターネット

新聞

雑誌・書籍

家族・知人

20～30歳代(N=437）

40～50歳代(N=576)

60歳以上(N=665)
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16 第三次北九州市食育推進計画
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４ 食育について 

（１） 食育に関する意識

食食育育へへのの関関心心度度はは前前回回よよりりやややや増増加加

食育に関心がある（「関心がある」＋「どちらかといえば関心がある」）人は ％で、

前回調査結果の ％よりやや増加しています。なお、全国の調査結果 ％とほぼ同

水準です。前計画の目標値 ％以上には到達していません。

特に、 歳代男性の関心度は他に比べて低い傾向にあります。

食育に関する関心度（20歳以上）

全　　国    (N=1,874)
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17Ⅱ 食をめぐる現状と課題について
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出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

 
 
 
 
 
 
 
 

食育に関する関心度（年代別・性別）
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女性-40歳代

女性-50歳代

女性-60歳代

女性-70歳以上
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18 第三次北九州市食育推進計画
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（２） 食育の推進に関わるボランティア

食育を推進するためには、行政だけでなく地域に根ざした豊かな知識と経験を有した

ボランティアの方々の協力を得ながら、市民自らが食育に取り組むための環境づくりを

することが必要です。

北九州市では地域の食生活改善ボランティアとして養成した食生活改善推進員が、地

域に根ざした食育活動に取り組んでおり、その養成者数は平成 年度までに 人に

及んでいます。

しかし、一方で食生活改善推進員が取り組む活動に参加した市民は、平成 年度に年

間 人と減少傾向にあります。

北九州市食生活改善推進員養成者数

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

（
人

）

前年度までの養成者数 養成者数

北九州市食生活改善推進員が取組む活動への市民の参加者数

26年度 27年度 28年度 29年度

（
人

）

 

 
 

出典：北九州市保健福祉局調べ 

 

出典：北九州市保健福祉局調べ 
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（１）外食や市販の弁当、惣菜の利用頻度

外外食食等等のの利利用用頻頻度度はは増増加加、、利利用用理理由由はは「「作作るる手手間間がが省省けけるる」」かからら

外食や市販の弁当、惣菜をよく利用する割合（「ほとんど毎日」「週に ～ 日」）は、

％と前回調査結果の ％よりやや増加しています。全国の調査結果 ％より高

くなっています。外食・中食などを利用する理由としては、「作る手間が省ける」が ％

で最も多く、次いで「調理する時間がない」が ％となっています。

外食等の利用頻度（20歳以上）

全　　国    (N=1,874)

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

ほとんど毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんど利用しない 無回答・わからない

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）
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後片付けの手間が省ける

品数を増やしたい

少量で買える

自分が作れないものが食べられる

調理する時間がない

作る手間が省ける

N=2,301　　　
（複数回答）

 
出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査

５ 外食や食品購入

5　外食や食品購入
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